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酪
議
南
一暮
オ
鼻
柔
こ
タ
ラ
ブ

４
年
前
に
高
森
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
か
ら
名

前
を
変
え
た
南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
。
就

学
前
３
人
、
小
学
生
１０
人
、
中
学
生
５
人
の

１８
人
で
日
々
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
指
導
者

は
三
井
康
弘
監
督
を
は
じ
め
９
人
。
わ
か
り

や
す
く
熱
心
な
指
導
に
子
ど
も
た
ち
も
着
実

に
実
力
を

つ
け
て
い
ま
す
。

練
習
は
基
本
か
ら
試
合
形
式

ま
で
、
就
学
前
や
低
学
年
に

は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
∃
ン
な
ど

も
取
り
入
れ
、
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
各
大

会
で
好
成
績
を
残
し
て
い
る

南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
。

今
年
は
県
強
化
選
手
に
３

人
、
九
州
強
化
選
手
に
１
人

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
県
強
化

選
手
の
本
田
雄
大
く
ん

（高

森
中
央
小

６
年

）
は

「
練

習
は
き
つ
い
け
ど
試
合
で
勝
て
た
と
き
は
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
先
生
も
や
さ
し
く
指

導
し
て
く
れ
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た

い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。
武
道
は
礼
に

始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
。
指
導
者
の
荒
牧
久

さ
ん
は

「柔
道
を
通
し
、
素
直
で
明
る
く
礼

儀
正
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
す
¨
現
在
、
部
員
募
集
中
の
南
阿
蘇
少

年
柔
道‐
‐タ
ブ
ブ
で
す
。

高森町マスコツト

熊本県阿蘇郡高森 町大字高森 2168番地
tO.jp/ F口 刷/(株)熊本新生 社 印刷

No.564
平成 18年 8月 5日 発行  発 行/高森町役場  編 集/企画財政課  〒869-1602
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174  http://www.town.takamlori.kumamo
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練 習 日/(小学)毎週月:木・金・土
(中学)毎週水曜日以外

練習時間/18:30～ 20:30

練習場所/高森中学柔道部道場
対 象 者/年長児～中学 3年生
月 会 費/2,000円 (2人目半額)
お問い合わせ先/荒牧 久 (■L62‐ 1111)



View o The four seosons
8月・高森町のイ:―

t′r_3tる [鍋の平キャンプ村 ]
根子岳の麓に位置する鍋の平キャンプ村。

大絶壁を望む広大な草原には野の草花が咲き、放牧場もあります。

家族連れや友人同士でアウトドアを楽しむ。鍋の平キャンプ村で過ごす一日は特別な

町 の

顔 FAC[

典椙 干穂さん
高森 旭通 20歳

q

お仕事
母園でもある高森保育園

で働いています。

趣味
買い物。 ドライブ。

2006年 6月受付分 (敬称略)

りたいこと
友達と海に行きたい。

[住 所 ]

高 森・ 上 在

菅 山・ 水 湛

草 部・ 社 倉

草 部・ 社 倉

高 森 。 上 在

河 原・ 味 鳥

[死 亡 者 ]

佐藤 ミナ子

藤 本  毅

阿 南 和明

工 藤  房子
ノキ L= ウ十一
|工 〔⊃  徊一
白石須磨子

[御 遺 族 ]

佐 藤 勝 行

藤本ケサエ

阿南 初 子

工 藤  強

住 吉 達 也

白 石  巖

[年齢 ]

58

76

77

78

51

66 ●
理想のタイプ
ー緒にいて楽しい人。

日イキ
1歳

友達と元気に

洋樹さん 。母/彩絵子さん
(高森・昭和)

>昨年に続き 2回 目を迎えた「南鉄ビール列車」。

先日、初参加してきました。適度に揺れるレールバ

スで、車窓から見える田園風景を眺めながら飲む。

普段とは一味違う生ビールを味わうことができまし

た。 >これから各地でたくさんの祭りが開催されま

す。熱中症や食中毒に気をつけ、思い出に残る夏を

お過こしください。

愛の

ご寄付

●町社会福祉協議会へ(敬称略)

[香典返し]

江ロ キエ
CONTRIBUT10N

●
一一一■

●

一
　

の
人
口

人口/7,518人 (-22)
男性/3,578人 (-5)
女性/3,940人 (-1フ )
世帯/2,745戸 (-8)

平成 18年 6月 30日現在

Public lnformotion @ @ Tokomori.2006.8
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か  宅 り ・芙蓉館   高
・朋遊館   草
高森温泉館 自 高森自

●   ●

●   ●

壽8月 13日 ～ 9月 18日 分

◎ 診療は午前9時 から午後5時 まで

8月13日 平 田 医 院 ■L

8月20日 馬 原 内 科 医 院  ■L62-0646

8月27日 立 野 病 院 ■L68-0111

9月 3日 寺 崎 医 院 ■L62-0378

9月 10日  南郷谷整形外科医院 ■L62-3351

9月 17日  ,度  :辺  内  不斗  TEL 67-1777

◎8月のテーマ
颯月曜日
子どもの熱中症

輻火曜日
熱中症に注意しましょう

輻水曜日
しみ・そばかすのケア

機木曜日
歯磨き剤の選び方

鸞金曜日
手掌多汗症

弯± 0日曜日
性教育シリーズ⑩

休日在宅医

レ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲‐ ▲

'▲
書 ▲書 ▲‐ 1

▲
健康問題を

2時間 .

お送 |′ します

卜▼‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼
‐
▼

d‐
▼

⌒ニ ⌒ あ気軽にあ電話下さい

E Sun F-l wron 人■e zk Wed t, rru 全 Fri 土 Su十

8/6

役場支払日

7 勲
ｖ

骰
鷲♂

法律相談/芙
]3i00～

土地・建物相談
/芙 13100～
どぎゃん会/朋
9iOO´∨

10
４
１
１

４
日
● 12

13 14 1民
日、J

役場支払日

16
高森温泉館休館
日/温

17
風鎮祭

18
風鎮祭

3ヵ 月児健診 /
置1 13:00～

19

20 21 ^ハ∠∠ りQ
こぃヽJ
マタニティ教室
/高 9:30～

24
福寿草の会/草
10100～

25
役場支払日
年 金相 談 /高
]Oi00^‐ ]5i00

26

27
基本健診結果説
明会/草
9100～

28 剋酪
基本健診結果説
明会/自
9i00´

基本健診結果説
明会/河
13:30^マ

30
基本健診結果説
明会/尾
9:00～

基本健診結果説
明会/朋
13:30´マ

31
基本健診結果説
明会/尾
9:OO´∨

9/1 つ
」

Q
υ

文
爾

役場支払日

民
Jヽ

ハ
０ 埒∫

駆
凸
疑
ν

Ｑ
）

熊 本
096
ｒ

『
ｒ
ヽ

⌒  ⌒  ⌒  ニ

Public lnformotion @

二  ⌒  ⌒ ニ  ニ  ⌒ 9月 18日 後 藤 医 院 ■L67-0019

@ Tokomori.2006.8
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森
町
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占
司
森
高
校
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

一
ｌ

ｒ
Ｅ

地
域
の
方
々
に
学
校
の
門
戸
を
広
く
開

放
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
生
涯
学
習
の

一
助
と

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、パ
ソ
コ
ン
（ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
の

入
門
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
日
　
時

９
月
２５
日

（月
）
～
９
月
四
日

（金
）

午
後
６
時
～
午
後
８
時

○
場
　
所

高
森
高
校
パ
ソ
コ
ン
室

○
対
象
者

初
心
者
の
方

○
内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、
終
了
の
仕
方
、
入

力
の
基
礎
か
ら
行
い
ま
す
。

○
募
集
定
員

ヽ _

２０
名

○
募
集
期
間

８
月
２８
日

（月
）
～
９
月
８
日

（金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
費
　
用

無
料

※
詳
細
は
、
役
場
及
び
高
森
高
校
に
準
備

し
て
あ
る
申
込
書
を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
高
森
高
等
学
校

（坂
田
）

Ｌ
６
２
‐
０
１
８
５

休
み
は
南
阿
蘇
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
行
こ
う
！

参
加
費
１
０
０
円

（保
険
料
込
み
）

○
野
草
園
ウ
ォ
ー
ク

夏
体
み
期
間
中
の
大
曜
日

・
水
曜
日

午
前
Ю
時
～
午
前
――
時
３０
分

参
加
費
無
料

○
葉
っ
ば
で
あ
そ
ぼ
―

夏
休
み
期
間
中
の
土
曜
日

・
日
曜
日

午
後
２
時
～
午
後
３
時

参
加
費
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

南
阿
蘇
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（国
村
）

Ｌ
０
９
０
‥
５
７
３
４
‐
３
５
７
９

高森湧水 トンネル七夕まつり

天候にも恵まれ約 12,000人が来場

7月 7日から 10日 にかけて「第 11回高森湧水 ト

ンネル七夕まつり」が開催されました。今年は天候

にも恵まれ 4日間で約 12,000人が来場。トンネル

内には 70基の巨大七夕飾りが並び、ヤマメのつか

み取り大会や、今年始めて行つた湧水池リンピック

なども行われ、たくさんの人が高森町の夏を満喫し

た様子でした。

●   ●

●   ●

百
=

環
境
省
で
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を

目
的
と
し
て

「自
然
に
親
し
む
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
南
阿
蘇
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
も
、
こ
の
期
間
は
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
気
軽
に
自
然
ふ
れ
あ
い
体
験
が

で
き
ま
す
。

○
と
ん
ぼ
と
遊
ぼ
う
――

８
月
１２
日

（土
）

午
前
１０
時
～
午
前
――
時
３０
分

参
加
費
無
料

○
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
入
門

８
月
１９
日

（土
）

午
前
９
時
～
午
前
――
時

てるてるばうず
コンテスト

第26回 はなしのぶコンサートで

で開催した「てるてるぼうずコン

テスト」(町観光協会主催)は、高
森保育園の「あしたてんきな～れ」

が金賞に選ばれました。

小・中学生七夕書道展

第 11回湧水 トンネル七夕まつり

で開催した「小・中学生七夕書道展」

の結果は次のとおりです。(各学年

の特選のみ掲載)

○小学 1年生

高森中央小学校

○小学 2年生
高森東小学校

〇小学 3年生
高森東小学校

○小学 4年生
高森中央小学校

○小学 5年生
高森中央小学校

〇小学 6年生
高森中央小学校

○中学 1年生

高森中学校

○中学 2年生
高森中学校

○中学 3年生
高森中学校

佐藤 春奈さん

工藤 笑里さん

野尻  和さん

白石 唯衣さん

谷川 キコさん

大寺 由起さん

後藤  葵さん

後藤ちぐささん

山辺 知佳さん

■
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ヽ

ヽ、ｒ
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七夕飾りを出展いただいた方々 (順不同)
ご協力ありがとうございました

体暇村南阿蘇、第二桜ヶ丘保育園 (熊本市 )、 宇土小学校 4

年 3組 (宇土市 )、 いスペック (阿蘇市 )、 ゆたか学園 (熊

本市)、 特別養護老人ホーム陽の丘荘 (南阿蘇村 )、 高森田

楽村、あそ和楽グループホーム、高森高校生徒会、高森高

校美術部、特別養護老人ホーム水生苑 (南阿蘇村)、 ゆきぞ

の学園 (美里町)、 高森町観光協会、熊本県ユースホステル

協会、A&S、 ほっかほつか亭高森店、高森湧水農園、草
千里グリーンパーク (阿蘇市 )、 そば処慶恩、阿蘇フォーク

スクール、立町親栄会 (菊池市 )、 スマイル・八一 卜 (富合

町)、 ツツミ薬局、南阿蘇鉄道、伊澤製作所熊本工場、青山

製作所熊本工場、福水測量設計、たかもり花高原、高森幼

稚園、喜郷、阿蘇の酒れいざん、柳河マシンテック熊本工場、

おやど灯里、食膳渡辺、高森保育園、高森町解放こども会、

西部開発い (熊本市)、 南阿蘇訪間介護事業企業組合、平田

医院、特別養護老人ホーム梅香苑、熊本県信用組合高森支店、

肥後銀行高森支店、 JA阿蘇高森中央支所、阿蘇森林組合
高森支所、高森中央小共同調理場、フレイン、立正福社会

高森寮、山見茶屋、森の風、阿蘇観光タクシー、高森温泉館、

高森日丁商工会、高森東小学校、高森中央小学校、高森中学校、

高森東中学校、高森東中共同調理場・スクールバス、高森

町社会福祉協議会、色見保育園、草部保育園、野尻・草北・

河原保育園、高森8]水道事業組合、ひゆがや、役場内の各課・

所・局・室 7基 総計 70基の出展でした。
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一

一

嘲
Ｑ
モ

コ

一コ
「
⑫
璃
彊

磯
コ
呻
戸
ｏ
「
０
「
中

旧
県
一
税

の
災

害

減

免

制

度

第

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
県
税
が
減
額
ま

た
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
自
動
車
税

災
害
で
車
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
た

り
、
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
個
人
事
業
税

個
人
の
事
業
用
資
産
な
ど
が
災
害
で
相

当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
不
動
産
取
得
税

家
屋
や
土
地
が
災
害
で
相
当
な
被
害
を

受
け
、
そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
や
土
地
を

３
年
以
内
に
取
得
し
た
と
き

※
な
お
、
被
害
を
受
け
た
日
ま
た
は
納
税

通
知
書
が
届
い
た
日
か
ら
２
ヶ
月
以
内

に
申
請
が
必
要
で
す
。

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
３
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

ｈ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
５
３

市
中
・
成

１８

年

度

「
創

業

塾

」

開

催

！

１６
回
く
ま
も
と
お
話
の
交
流
会

・ｉｎ
阿
蘇

夏
休
み
最
後
の
休
日
は
阿
蘇
で
楽
し
い

思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
音
楽
、
語
り
、

朗
読
、
紙
芝
居
、
お
化
け
ち
よ
う
ち
ん
つ

く
リ
ア
ウ
ト
ド
ア
等
々
、
内
容
た

っ
ぶ
り

で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

８
月
２６
日

（土
）
午
後
―
時
３０
分
～

８
月
２７
日

（日
）
午
前
９
時
３０
分

○
場
　
所

阿
蘇
ホ
テ
ル
ー
番
館

（阿
蘇
市
内
牧
）

○
参
加
費

大
学
生
以
上
（前
売
り
券
）
…
―
，
０
０
０
円

（当

日

券
）
…
―
，
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

文
庫
と
お
話
の
会
連
絡
会
く
ま
も
と

ｈ
０
９
６
‐
３
８
２
‐
５
０
９
０

で
き
る
方

○
募
集
人
員

―
名

○
職
　
種

高
森
地
区
防
犯
協
会
書
記

○
仕
事
内
容

防
犯
活
動
に
関
す
る
事
務
及
び
こ
れ

に
付
随
す
る
業
務

○
勤
務
時
間

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

○
休
　
日

週
休
２
日
制

（土

・
日
）
、
祝
日
、

年
末
年
始
、
有
給
休
暇

○
応
募
方
法

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
履
歴
書

を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間

９
月
―
日

（金
）
～
９
月
１５
日

（金
）

○
試
験
内
容

作
文
試
験
及
び
面
接
試
験

○
試
験
日

１０
月
５
日

（木
）

○
採
用
年
月
日

平
成
１８
年
１１
月
―
日

（水
）
か
ら

※
た
だ
し
、
採
用
前
に
事
前
研
修
を

実
施
し
ま
す
。
（有
給
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
地
区
防
犯
協
会
事
務
局

（高
森
警
察
署
生
活
安
全
係
内
）

Ｌ
６
２
‐
０
１
１
０

（内
線
２
６
１
・２
６
２
）

口
Ｈ
別
労
働
関
係
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

′

１

日

こ
れ
か
ら
創
業
を
目
指
す
方
を
対
象
に

短
期
集
中
研
修
「創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

塾
で
は
、
専
門
講
師
が
創
業
す
る
た
め
に

必
要
な
基
礎
知
識
や
事
業
計
画
の
作
成
な

ど
に
つ
い
て
き
め
細
か
く
指
導
し
ま
す
。

○
日
　
時

８
月
２６
日

（土
）
、
８
月
２７
日

（日
）
、

９
月
２
日

（土
）
、
９
月
３
日

（日
）
、

９
月
９
日

（土
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分
ま
た

は
午
後
５
時

○
場
　
所

熊
本
市
食
品
交
流
会
館

（フ
ー
ド
パ
ル

熊
本
内
）

○
定
　
員

４０
名

（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
受
講
料

５
，
０
０
０
円

（事
前
に
お
振
込
み
い

た
だ
き
ま
す
）

※
原
則
と
し
て
、
お
返
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

隋
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
商
工
会

■

６

２

‐
０

２

７

４

宙

同

森

地

区

防

犯

協

会

職

員

募

集

熊
本
県
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト
や
解
雇
な

ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」

「
で
き
る
だ
け
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん

な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
利
用

く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は

一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

「第 18回熊本県中学生ソフトボー

ル大会 (女子 )」 で高森中学校女子

ソフトボール部 (家入かよ監督)が
見事第 3位に輝きました。 6月 3日

から4日 にかけて宇土市運動公園グ

ラウンドで行われた大会では、八代

二・七連合、阿蘇北中学校に圧勝。

続く準々決勝も帯山中学校に逆転

で勝利し、準決勝で益城中学校と

対戦。 9対 8と惜しくも敗れたもの

の、第 3位入賞を果たしました。 4

番キャッチャーの甲斐朱音主将 (3

年)|よ「今まで負けてばかりだつた

けど、今大会は―人―人が自分の役

割をきつちりと果たせた。部員 21

人の心が 1つになつた結果です」と

振り返つていました。

第 26回はなしのぶコンサー ト
繊細な調べとさわやかな歌声で多くの聴衆を魅了

6月 25日 に阿蘇の野

の花たちに捧げる音楽

祭「第 26回 はなしのぶ
コンサート」が町民体育

館で開催されました。ギ

ターやマン ドリンの繊

細な調べと、小学生のさ

わやかな歌声を楽しもう

と訪れた聴衆は約 1,500

人。八ナシノブやツクシ

マツモト、ヒメユリなど

が飾られた会場で、尚綱

中学・高校ギターマンド

リンクラブ 26人が「花」
や「さくら」など、高森

中央小学校 5年生 46人が「野に咲く花のように」などを披露し、

多くの聴衆を魅了していました。また、「阿蘇の野の花歌詞募集」

の特選には前田秋代さん (熊本市)の「古いアルバム」が選ばれ、

林田戦太郎さんが曲を付けた特選歌も演奏されました。

高森中学校女子ソフトボール部

第18回熊本県中学生ソフトボール大会 (女子)第 3位

○
受
験
資
格

。
昭
和
５６
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年

４
月
―
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
高
森
町
ま
た
は
南
阿
蘇
村
の
居
住
者

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し

て
い
る
方

・
パ
ソ
コ
ン
処
理

（
エ
ク
セ
ル
等
）
の

●   ●

●   ●
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男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
知
事
が
表

彰
し
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
事
業
所
の
取
り

組
み
は
、
県
広
報
誌
等
で
紹
介
し
、
他
の

事
業
所

へ
の
波
及
を
図
り
ま
す
。
現
在
、

表
彰
対
象
の
事
業
所
を
募
集
中
で
す
。

○
募
集
期
間

８
月
―
日

（火
）
～
９
月
２９
日

（金
）

○
募
集
対
象

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
医
療
の
実
現
、
ま
た
、
医
療
機
関
に
お

日日
フコ

↓
０
モ
コ
Ｆ
喘０
「ヨ
Ｑ
肇

戸
０
0
¬
・・ 中□

女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
！

●

女
性
の
登
用
、
育
児
休
業
制
度
の
導
入
、

セ
ク
八
ラ
防
止
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
所

お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
Ｐ
Ｓ
課

Ｌ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７

籠
器

本
県
医
療
安
全
相
談
窓
口

固
定
資
産
に
籍
２
期
の
納
期
限
は
８
月
３１
日

（木
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
の
納
期
限
は
８
月
３１
日

（木
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

ヒゴムラサキ調理実習会
一味違ったなす料理を味わう

6月 28日 に高森総合センターで「ヒゴムラサキ調

理実習会」が行われました。 JA阿蘇南部なす部会
女性部 (吉良山美津子部長)12人が「なすの味噌炒
め」や「なすのチーズ焼き」、「なすの梅肉不□え」な

ど6品を調理。関係者や役場職員らとともに試食し

好評を得ていました。その後、 JA阿蘇南部なす部
会出荷査定会が開かれました。

阿蘇南部地区交通安全協会高森支部

高森地区のガードレール清掃

6月 18日 に阿蘇南部地区交通安全協会高森支部

が高森地区のカーブミラー清掃を行いました。約30

人が 7地区に分かれ、タオルやモップ、クリーナーを

手に一箇所―箇所ていねいに清掃。約 2時間かけて

約90箇所のカーブミラーを磨き上げました。また作

業終了後、阿蘇南部地区交通安全協会高森支部総

会が行われ、本公田卓男さん (高森・上町)が新しく
支部長に就任しました。

け
る
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
の
質
の

向
上
を
目
指
し
て
、
医
療
に
関
す
る
患
者

や
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
る

「
医
療
安
全
相
談
窓
口
」
を
次
の
と
お
り

設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
相
談
に
は
看
護
師
及
び
担
当
の
職
員

が
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
ヘ

の
事
実
確
認
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま

す
。な
お
、
医
療
に
関
す
る
相
談
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
保
健
所
に
お
い
て
も
従
来
ど

お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
設
置
場
所

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
１８
番
―
号

熊
本
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
総
室
内

（県
庁
新
館
４
階
）

■
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
０
２
０

ＦＡｘ
０

９

６
‐
３

８

５
‐
１

７

５

４

電
子
メ
ー
ル

一「＜
ｏ
∽
①
一∽
①
バ
⊂
◎
０
「①
「
太
⊂
ヨ
①
ヨ
ｏ
一
ｏ
二
”
３

○
受
付
日

月
曜
日
～
金
曜
日

（祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く

○
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
体
制

医
療
安
全
相
談
員

（―
名
）
及
び
医
療

政
策
総
室
医
事
班

（４
名
）

○
相
談
内
容

医
療
に
関
す
る
患
者
や
そ
の
家
族
か
ら

の
相
談
等

●

陸上自衛隊山地機動訓練
地元父兄会との交流会も

7月 3日から5日 にかけて、毎年恒例の陸上自衛隊

北熊本駐屯地第 8偵察隊山地機動訓練が行われま

した。津留地区で行われた訓練では、隊員100人が

野尻総合センターに宿泊し、体力強化訓練などを実

施。夜には地元父兄会35人との交流会なども行いま

した。また期間中、野尻総合センターやその周辺の

清掃にこ協力いただきました。

自衛隊父兄会ミニバレーボール大会

和気あいあいとスポーツ交流

6月 4日に市原小学校体育館 (南小国町)で「自衛

隊父兄会阿蘇地区協議会女性部ふれあいミニバレー

ボール大会」が行われました。これは女性部の融和と

団結を図り、国防意識の高揚、自衛隊活動 (募集)の

理解を深めるために開催されたもので、本町からも

3チームが出場。4パートに分かれて行われた大会で

は、見事 Bパートで優勝、Aパートで準優勝という成

績でした。

Public lnformotion @ @ Tokomori.2006.8

阿蘇郡市民体育祭力Ⅵ 国ヽ町、南

小国町で開催され、本町からも多

くの競技にたくさんの選手が参加し

大健闘しました。結果は次のとおり

です。

準優勝 ソフトボール (女子)、 ソ
フトテニス、柔道、サッ

カー、バドミントン(男子)、

グラウンドゴルフ (女子)、

陸上女子、陸上総合

第3位 バスケットボール (男子)、
剣道、弓道、クレー射撃、

陸上男子

お疲れさまでした。

阿蘇郡市民体育祭

全日本強化選手に選出
立山詩子さん

空手の平成 18年度全日本強化

選手に、本町出身の立山詩子さん

(帝京大学 4年)が選出されました。
48贈級組手での強化選手となった
立山さん、今年度開催される世界

レベルの大会には、強化選手に指

定された選手の中から日本代表が

選ばれます。
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広報たかもり4月号でもお矢□らせしましたように、

平成 17年度から高森中央小学校区において「幼・保・

小連携モデル推進事業」に取り組んでいます。

萌の会 (保護者間の連携)が子どもの心身の健や
かな成長を願うため、正しい食事のあり方や望まし

い習慣等を身につけて欲しいとアンケー トを実施し

ました。

朝食に関するアンケー ト結果

93 25 0

158 20 0

251 45 0

就学前 54 53 11

70 98 10

124 ]5] 2]

就学前 37 55 26

小学校 62 84 32

計 99 ]39 58

43 68 7

39 131 8

82 ]99 15

睡眠に関するアンケー ト結果

睡眠が及ぼす影響

睡眠不足は疲労感をもたらし、情緒を不安定にし、

記憶力や判断力を鈍らせるなどの悪影響があります。

ノーテレビデー及びノーゲームデーに関するアン

ケート結果 (第 1回目)

ノーテレビデー及びノーゲームデーに関するアン

ケート結果 (第 2回目)

本年度もノーテレビデー及びノーゲームデーを実

施します。家庭のこ協力をお願いします。

朝食が必要な理由

朝食を摂らないで学校に出かけたら、勉強に集中

できない、計算速度の低下などが見られます。また、

イライラしたり乱暴になりやすくなつたりします。

幼・保・小連携だより

第 48回優良子牛保留奨励品評会
各農家自慢の子牛78頭が勢揃い

7月 18日 に南阿蘇畜産農業協同組合家畜市場で

「第48回優良子牛保留奨励品評会」が開催されま

した。この品評会は町主催により毎年開催している

もので、各農家自慢の子牛78頭が勢揃い。資質や体

系、発育などについて厳しい審査が行われました。

優等賞は次のとおりです。若令の部/もりつき・城
丼若生 (野尻・倉地)、 壮令の部/第 3たけひで ,佐

藤民義 (芹□・古畑)、 黒毛の部/ひらまさ・山室昭
― (色見・西丁 )

第 36回老人クラブ演芸大会
多くのプログラムで盛り上がる

7月 15日 に高森総合センターで「老人クラブ演芸

大会」が開催されました。これは町老人クラブ連合

会 (岩下昭伯会長)が毎年主催しているもので今年

で36回目。17の老人クラブがこの日までに練習して

きた歌や踊りを熱演し、会場から大きな拍手が送ら

れていました。老人クラブ連合会は786人の会員が

日々励まし合い、助け合いながらさまざまな活動を

元気に展開しています。

●   ●

●   ●

阿蘇郡市中体連大会
各競技で練習の成果を発揮し好成績

7月上旬、阿蘇郡市中体連大会が郡内各地で開催され、

本町からも多くの種目にたくさんの中学生が出場しまし

た。県大会出場団体・選手は次のとおりです。(高森中学

校)ソフトテニス女子団体、ソフトテニス女子個人戦/今

村恭子・後藤ゆかり、同/津留茜・沼田萌夏、剣道男子個

人代表の部/白石宗春、剣道男子個人2年の部/久保玄

徳、柔道男子個人戦/古澤慎吾、柔道女子個人戦/後藤

美和、同/住吉恵、(高森東中学校)バドミントン男子個人

シングルス/田上雅弘、空手道女子個人形/安藤実沙紀

社会を明るくする運動
犯罪や非行のない明るい社会を

7月 は「社会を明るくする運動強調月間」。この運

動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯

した人たちの更正について理解を深め、それぞれの

立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい

社会を築こうとする全国的な運:動です。本町でも7

月 3日 に阿蘇南部保護司会と高森町更生保護女性

の会が啓発運動の一環として合同パレードを実施し

ました。

上森 ・冬野線道路整備工事
平成 ]8年 7月 3日～
平成 ]8年 1]月 10日

■馴■機爾爾囲饉

17,451,000 ① 高梢

井ノ上線道路整備工事
平成 18年 7月 3日～
平成 18年 ]1月 10日

16,275,000 0後藤建設

大村・前原線道路整備工事
平成 18年 7月 3日～
平成 ]8年 10月 31日

13,839,000 0池田建設

社倉・水迫線道路整備工事
平成 18年 7月 3日～
平成 18年 11月 10日

]6.768,500 0佐藤建設

町園団地ストック改善工事
平成 18年 7月 3日～
平成 18年 9月 5日

12,180,000 0ひゆがや

高森中央小学校体育館耐震補強改修工事
平成 18年 7月 ]4日～
平成 ]8年 9月 20日

20,265,000 ①木村建設

高森中学校プール 。その他解体工事
平成 18年 7月 21日～
平成 18年 9月 29日

7,455,000 い星山商店
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ん

0栄養士のいただきま～す

ll衆肉の冷しやぶと野菜の盛り合わせ

認
知
症
（痴
呆
）
に
つ
い
て
考
え
る
②

・・・・・……・認
知
症
予
防
の
た
め
の
ハｕ
昌
一Δ
〔
………

私
の
母
は
認
知
症
で
し
ょ
う
か
？

饒
Ｉ
・

私
は
仕
事
の
関
係
で
都
市
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ど
う

，
笙

し
て
も
高
齢
の
母
と

一
緒
に
住
め
ず
、
母
は

一
人
暮
ら
し

で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
病
気
も
な
く
手
足
の
動
き
も
間

題
な
く
元
気
に
過
こ
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
母
と
い
つ
も
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
か

ら
「母
が
認
知
症
で
は
…
？
」
と
の
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
と
は
い
つ
も
電
話
で
話
を
し
ま
す
が
、
特
に
問
題
は
感
じ

ま
せ
ん
。
認
知
症
の
確
認
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
よ
う
か
。

磁
鳴
　
認
知
症
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
い
こ
と
‐で

麗
藤
露
す
。
そ
れ
は
た
と
え
認
知
症
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

程
度
や
症
状
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
で
す
。

万

一
認
知
症
の
場
合
は
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
認
知
症
の

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
で
き
る
限
り
の
回
復
の
た
め
の
い
ろ
い

ろ
な
治
療
が
可
能
で
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
外
か
ら
の
情
報
に

は
耳
を
傾
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
家
族
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
は
信
じ
た
く
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
認
知
症
の
発
見
が
遅
れ
た
と
い
う
事
例
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

ま
ず
は
お
母
さ
ん
に
実
際
に
お
会
い
に
な
っ
て
こ
自
分
で
お

母
さ
ん
の
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
（参
考
ま
で
に
下
記
に

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）
そ
し
て
、
何
ら
か

の
異
常
を
感
じ
ら
れ
た
場
合
は
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ

―
）

認
知
症
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
心
配
こ
と
は

「地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
町
保
健
師
な
ど
が

こ
自
宅
に
伺
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
相
談
を
受
け
た
り
、
生
活
や

健
康
状
態
の
把
握
や
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し
た
教
室
開
催
な
ど

の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
の
で
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

●

認
知
症
の
初
期
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

認
知
症
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を

理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で

「も
し
か
し
た
ら
…
」

と
思
つ
た
ら
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
早

い
時
期
に
認
知
症
の
サ
イ
ン
を
発
見
で
き
れ
ば
症
状
を
軽

く
し
た
り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

認
知
症
の
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
法
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

こ
自
身
や
こ
家
族
で
採
点
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
目
安
で
す
の
で
、
心
配
な
場
合
は
医
師
の
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（大
友
式
痴
呆
予
測
テ
ス
ト
よ
り
）

●
採
点
方
法

各
間
に
次
の
点
数
を
当
て
は
め
て
く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
な
い
…
…
０
点
　
　
と
き
ど
き
あ
る
…
１
点

ひ
ん
ば
ん
に
あ
る
…
２
点

返
す
。

思
い
出
せ
な
い
。

場
所
を
忘
れ
る

●

●

○材料 (4人分)

片栗粉大さじ 2、 豚しゃぶしゃぶ肉 240g、

青じそ 8枚、もやし 100g、 かいわれ大根 1

パック、 トマ ト大 1個
(こまだれ)

あたりこま大さじ 2、 酢大さじ 5、 砂糖大さじ

1、 濃□醤油大さじ 1、 ラー油適宜、ねぎ適宣

○作り方

①たつぶりのお湯に片栗粉をまぶした豚肉を

1枚ずつ入れ、色が変わるまで蒟で、すぐ

氷水につけザルにあげる。

②野菜は食べやすい大きさに切り、肉と一緒

に器に盛り付ける。

③たれを調味し、ねぎのみじん切りを混ぜる。

④食べる直前に、肉と野菜にたれをかける。

．
今
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
。

．
器
具
の
説
明
書
を
読
む
の
を
面
倒
が
る
。

理
由
も
な
い
の

身
だ
し
な
み

外
出
を
お

っ
く

物
が
見
当
た
ら
な
い
フ

に
す
る
。

正
常
要
注
意

・痴
呆
の
始
ま
り
？
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し

よ
う

。
●

●
評
価
法

０
～
８
点

９
～
１３
点

１４
～
２０
点
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病気ではないのに、何

となく体の調子が良くな

い、何を食べてもおいし

くない、など「夏バテ」

とひと□に言つても症状

はそれぞれ。不規則な生

活の続く夏は、冑腸の働

きもかなり弱くなつてい

ます。夏バテ解消には、

栄養ある食事が―番です。

E≡「
=52_

当

日

刀
」干
色
用
テｒ
ヽ
′
ノ

食べて、体力をつけるこ

とから始めましょう。

（
ハ
　
．ｒ
、〕

０

０

歌

・．訛

み̈

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
大
会
）

合
併
し
て
　
特
産
品
が
増
え
ま
し
た

方
向
音
痴
　
携
帯
買
う
て
持
た
せ
と
る

や
―
め
た
ッ
　
ロ
車
に
は
乗
ら
ん
ば
な

さ
ぞ
よ
か
ろ
　
飴
五
も
噛
み
割
ん
な
は
る

要
注
竜
　
ま
さ
か
の
場
所
で
ネ
締
り

安
か
ね
ェ
　
チ
ラ
シ
で
店
の
梯
子
す
る

合
併
し
て
　
市
内
で
ワ
ラ
ビ
刈
り
も
さ
す

や
―
め
た
ッ
　
竜
地
通
す
な
ら
画
面
楚
歌

要
注
竜
　
残
業
は
無
か
つ
が
パ
ー
ト

や
―
め
た
ッ
　
遺
言
な
し
狂
し
と
く
ば

い

合
併
し
て
　
一稲
社
の
網
の
縫
れ
だ
し

や
―
め
た
ッ
　
生
涯
賭
く
る
職
で
無

ァ

や
―
め
た
ッ
　
結
審
ま
で
は
生
き
と
れ
ん

方
向
音
痴
　
ま
た
パ
ト
カ
ー
で
戻
ら
し
た

輻
俳

　

　

句

（高
森
菜
の
花
句
会
）

芋
の
素
の
露
で
七
夕
書
き
し
日
を

宿
浴
水
ど
れ
選
ん
で
も
大
長
く

帰
省
子
に
だ
弾
み
て
プ
ラ
ン
立
て

会
釈
受
け
名
前
浮
ば
ず
街
薄
暑

往
き
よ
り
も
戻
り
荷
重
し
草
の
餅

ほ
と
と
ぎ
す
遠
き
日
の
夢
ひ
き
寄
す
る

園
庭
の
片
隅
に
咲
く
ね
じ
り
花

我
庭
に
夏
う
ぐ

い
す
の
声
確
か

も
ぎ
立
て
の
胡
瓜
の
サ
く
歯
切
れ
よ
く

こ
ん
な
に
も
梅
雨
の
晴
れ
間
の
山
近
し

山
門
に
暫
し
竹
む
薄
暑
か
な

松
山
キ
ヨ
子

馬
原
　
島
笑

佐
楢
見
乱
坊

後
藤
　
愛
子

佐
藤
多
可
雄

森
川
そ
よ
子

口
上
黙
公
子

桐
原
　
白
酔

渡
辺
　
雲
海

上
丼
加
根
女

日
本
　
琴
司

林
　
　
不
恙

後
藤
　
信
子

浦
塚
　
南
天

弥
永

　
ふ
き

歯
¨
日
　
フ
ミ

桐
原
　
寿

子

林
　
　
久
恙

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
ロ
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

松
岡
　
典
子

■
■
Ｌ
■
■

■
■
〓
■
■

高齢者一人暮らし、二人暮らし●寝間の■人暮らしt認知症などのこ相談をお受け|します:
祝祭日。年末年始を除く角薩日から金E窪色までの午前8時 30分から午後5時まで|■■

相談無料1秘密厳守|lit21111 1 1(内線123)||■|||||
||||■ 869‐ 1602 阿蘇都嵩森町大字高森2168(高森由I役場保健福祉課内)
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hhy' 60,

近
年
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、

そ
し
て
こ
れ
ら
が
も
た
ら
す

一
連
の
動
脈
硬
化
の

病
態
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
言

葉
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
の

健
康
志
向
が
高
ま
る

一
方
で
、
若
い
女
性
の
過
剰

な
ス
リ
ム
志
向
や
朝
食
を
食
べ
な
い
な
ど
不
規
則

で
偏

っ
た
食
事
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
女
性
に
と
っ
て
、

ま
た
思
春
期
の
女
性
に
と

っ
て
は
次
世
代
の
健
全

育
成
に
と

っ
て
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
赤

ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
で
低
栄
養
に
さ
ら
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

子
ど
も
が
小
さ
く
生
ま
れ
る
こ
と

子
ど
も
は

「小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
」

こ
と
が
良
い
と
さ
れ
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
は
成
人
病
の
発
生
に
深
く
関
係
し

て
お
り
、
低
出
生
体
重
児
は
将
来
の
生
活
習
慣
病

の
予
備
軍
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹

の
中
で
低
栄
養
に
さ
ら
さ
れ
た
結
果
生
ず
る
こ
と

で
す
。
そ
の
原
因
は
●
妊
娠
前
の
母
親
の
低
栄
養

状
態
、
０
妊
娠
中
の
母
親
の
低
栄
養
及
び
体
重
増

加
抑
制
、
０
喫
煙
、
０
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
や
自

己
免
疫
疾
患
に
よ
る
胎
盤
機
能
の
低
下
で
す
。

厚
生
労
働
省
の

「国
民
健
康

・
栄
養
調
査
」
（平

成
１５
年
度
）
に
よ
る
と
、
朝
食
の
欠
食
率
は
男
女

と
も
釦
歳
代
が
最
も
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
む
や
み
や
た
ら
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
な

い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
る
な
ど
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

「妊
産
婦
の
た
め
の
食
生
活
指
針
」
が

で
き
ま
し
た

妊
娠
中
の
母
親
の
体
重
増
加
量
と
低
出
生
体
重

児
の
頻
度
は
相
関
関
係
を
示
し
て
い
ま
す
。
低
出

生
体
重
児
を
予
防
す
る
に
は
母
親
の
体
重
増
加
が

重
要
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
低
出
生
体
重

児
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
と
の
視
点
か
ら
妊
娠

中
の
体
重
管
理
を
検
討
し
た
の
が
今
回
の
指
針
で

す
。体
重
を
よ
り
良
好
な
妊
娠
状

態
を
維
持
す
る
ひ
と
つ
の
目
安

と
し
て
活
用
し
、
子
ど
も
や
家

族
と

一
緒
に
食
生
活
を
楽
し

み
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
料
理
教
室

妊
娠

・
出
産
期
を
や
す
ら
か
に
安
全
に
過
こ
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
妊
娠
中
の
生
活
や
過
こ

し
方
、
子
ど
も
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
集
い
楽

し
い
時
間
を
過
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
「妊
産
婦
の

た
め
の
食
生
活
指
針
」
最
新
情
報
も
お
伝
え
し
ま

す
。
○
次
回
開
催
日

８
月
間
日

（水
）
午
前
１０
時
～

○
場
　
所

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内
　
容

・
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い
て

・
食
事
と
生
活
習
慣
に
つ
い
て

・
食
生
活
指
針
に
つ
い
て

・
調
理
実
習

・
試
食

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

颯
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

し
か
し
、
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
肩
こ
り
、
め
ま
い
、

動
悸
、
耳
鳴
り
な
ど
が
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
高
血
圧
特
有
の
症
状
で
は
な
い

の
で
、
血
圧
を
測
定
し
な
い
と
確
認
で
き

ま
せ
ん
。

■

「食
」
か
ら
防
こ
う
高
血
圧

高
血
圧
の
予
防
と
改
善
の
た
め
に
は
食

事
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
塩
分
の
取

り
過
ぎ
が
問
題
で
す
。

濃
い
味
付
け
や
塩
辛
い
も
の
が
好
き
な

方
、
野
菜
不
足
な
ど
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
血
圧
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
、
塩
分

は
１
日
６
グ
ラ
ム
未
満
に
抑
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
塩
分
と
血
圧
の
関
係

食
事
に
使
う
食
塩
の
成
分
の
ほ
と
ん
ど

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
細
胞
内

に
水
分
を
取
り
込
む
性
質
が
あ
る
た
め
、

塩
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
血
管
内
の
細
胞
が

膨
ら
ん
で
血
管
の
内
側
が
狭
く
な
り
そ
れ

に
対
応
し
よ
う
と
心
臓
が
余
計
に
働
い
て

血
圧
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
身
体
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
を

一

定
に
保
と
う
と
水
分
を
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
血
液
量
が
増
え
る
こ
と
で
血
管

が
押
し
広
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
血
圧
が

上
昇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
や
は
り
、
塩
分

を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
動
脈
硬

化
か
ら
の
高
血
圧
に
も
気
を
つ
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

介

護

予
防

対

策

を
実

施

町では家の中の「引きこもり」や認知症予防、運動機能低下などの高齢者の諸問題への対策

を実施しています。転倒骨折予防教室や認知症予防教室など、これまでの町独自の取り組みや、

町社会福祉協議会と町内各老人クラブの活動と連携して、集いの場提供としてのサロン活動を

広げます。また、個別訪間などにより実態把握や調査をさらに進めていきます。

6月 1日 、朋遊館で開催された老人クラブ
ふもと会 (野尻典歳会長)の例月会の様子。
この日は体操や町保健師による血圧測定と指
導、健康講話などを実施。

●日頃の生活の中で、極力身体を動か
しましょう。
●歩くとき、座るときなど、背筋を伸
ばしましょう。

●   ●

●   ●

高
齢
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に

な
っ
た
り
、
筋
力
が
衰
え
骨
が
弱
く
な
っ

て
転
倒
骨
折
が
原
因
で
床
に
つ
き

「寝
た

き
り
」
状
態
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ

て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
食

生
活
と
適
度
な
運
動
を
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
高
齢
に

な

っ
て
も
き
ち
ん
と
栄
養
面
に

気
を
つ
け
た
食
事
を
と
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

■
高
血
圧
が
引
き
起
こ
す

恐
ろ
し
い
病
気

高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く

と
、
血
管
内
の
壁
が
厚
く
な
り

弾
力
を
失
い
讀
す
。

ま
た
、
血
管
は
狭
く
な
る
こ

と
で
血
液
が
通
り
に
く
く
な

っ

た
り
傷
つ
き
や
す
く
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
傷

に

コ
レ

ス
テ

□
―
ル
が
た
ま
る
と
血
管
内
は

ま
す
ま
す
狭
く
な
り
動
脈
硬
化

を
起
こ
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
高
血
圧
を
さ
ら
に
悪
化
さ

せ
る
と
い
う
悪
循
環
を
招
き
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な
病
気
を

次
々
と
引
き
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

■
高
血
圧
は
自
覚
症
状
を
感
じ
に
く
い

高
血
圧
は
心
臓
や
血
管
に
負
担
が
か
か

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
引
き
金
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

高血圧にならないために

lD Tokqmori.2006.8Public lnformotion @

高齢者福祉。介護保険についてのおたずねは、保健福祉課介護保険係■L62,1111(内線 123)までどうぞ
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あ
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に
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内
で
成
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Ｆ
な
ま
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て
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る
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じ
ゅ
う
み
ん
せ
い
か
つ
か
　
　
ど
う
わ
た

い
さ
く
が
か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

じんけ火471,:
用t差さ集ξ
しヽ 月|」な夷茎そ音6ぶ

音6ぶ
落そ

約:国そ:会省月ぢ
2各ぞ|ょ、｀大「
十̂ '地ち京]全ガ正;
ι口の 都」国そ11
1X被ひで 水ま↑
:Y差さ開省平3A´
介別ぢ催き社 3ヽ

i卜:I:磐11:荒 響lζ、2｀
じ
つ
か く立3年究
ま ら 全ガ大告3

申請免除には、金額免除と半額免除しかありませんでしたが、平成 18年 7月から多段
階免除制度がスタートすることにより、新たに「4分の3免除」と「4分の 1免除」が追
加されることになりました。

120万円超

18年度保険料額です。毎年度保険料額に合わせて変更になります。

Public lnformotion @

ど
う

わ

も
ん
だ

い
　
　
か
ん

同
和
問
題
に
関
す
る
で
き
ご
と
な
ど

住
民
が
差
別
と
貧
困
か
ら
解
放

さ
れ
る
た
め
の
実
質
的
政
策

は
、
な
に
ひ
と
つ
伴
わ
な
か
っ

た
の
で
す
。

全
国
水
平
社

解
放
令

明
治
４

（１
８
７
１
）
年
８

月
２８
日
、
次
の
よ
う
な
太
政
官

布
告

（い
わ
ゆ
る

「解
放
令
」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「械
多
非
人
等
ノ
称
被
廃
候

条
自
今
身
分
職
業
共
平
民
同

様
タ
ル
ヘ
キ
事
」
と
い
う
も
の

で
す
。

ど
う

わ
　
ち
　
く
じ

ゅ
ム
み
ん

こ
れ
に
よ
り
同
和
地
区
住
民

ほ
う

け
ん

じ

だ

い
　
　
　
　
　
　
　
　
う

は
、
封
建
時
代
の
も
と
で
受
け

て
い
た
身
分
差
別
か
ら

一
応
制

度
上
は
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
，

か
た
ち

だ

し
ょ
う
か
ん

ふ

こ
く

に
の
太
政
官
布
告

落
と
は
、　
一
般
的
に
は
、

一を
意
味
し
ま
す
が
、
被

一部
落
の
略
称
と
し
て
も

ら
れ
ま
す
。

は
、
形
だ
け
の
解
放
令
に
す
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。
単
に
蔑
称
を

廃
止
し
、
身
分
と
職
業
が
平
民

な
み
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
宣
言

し
た
。
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ

た

「水
平
社
宣
言
」
は
、
差
別

さ
れ
て
き
た
同
和
地
区
の
人
び

に
ん
げ
ん

　

　

け
ん

り
　
　
　
そ
ん
げ

ん

と
が
人
間
の
権
利
と
尊
厳
を

獲
得
し
、
自
ら
の
力
と
団
結
に

よ
っ
て
解
放
を
め
ざ
す
こ
と
を

宣
言
し
た
も
の
で
す
。

「人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間

に
光

あ
れ
」

で
結

ば

れ

る

「水
平
社
宣
言
」
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
全
国
の
同
和
地
区
の

人
び
と
は
団
結
し
、
差
別
を
な

く
す
た
め
に
立
ち
あ
が
り
、
各

地
で
多
く
の
水
平
社
が
結
成

か
い
ほ
う
れ

い

し
た
に
と
ど
ま
り
、
同
和
地
区
　
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う

わ
　
ち
　
く

●   ●

●   ●

４０
万
円
以
下

多
段
階
免
除
が
は
じ
ま
り
ま
す

保険料金額納付
13,860円 /月

6,930円 ノ月

保険料4分の3納付
.10,400円

ノ月

被保険者本人、被保険者の配偶者、被保険者の属する世帯の世帯主のそれぞねの前年所得が一定所得以下で

ある場合、申請により、各段階の負担能力に応じて国民年金の保険料が免除されます。

住宅用火災警報
器の設置義務

○設置する住宅は ?

戸建住宅、店舗併用住宅、共

同住宅、寄宿舎などすべての住宅

が対象です。ただし、すでに自動

火災報知設備やスプリンクラー設

備が設置されている場合は、住

宅用火災警報器等の設置が免除

される場合があります。

○住 宅 用火災 警 報 器等 と

は?

住宅における火災の発生を未

然にまたは早期に感知し、及び

警報する警報器・設備であり、次

のいずれかを設置することとされ

ています。
・住宅用自動火災報知設備
・住宅用火災警報器
・煙式警報器
・熱式警報器

‐・お問い合わせ先

阿蘇広域消防本部南部分署

TEL0 9 6 7-62-9034

防薔麗意識の高揚
(台風編)

地球温暖化に伴う異常気象が

叫ばれている中、近年、台風や

集中豪雨等、人命等に多大なる

被害をもたらす自然災害が発生

しています。

特に平成 16年は観測史上初と

いう 10個の台風が日本列島に上

陸しました。

このうち熊本には 16,18,21号

の 3個が上陸し、死者 1人、負

傷者 117人の人的被害をはじめ、

建物全壊・半壊・一部損壊等約

6,000件の物的被害を及ぼしてい

ます。

このような台風等自然災害に

対して、「自然にはかなわない、

何を準備していても無駄だ」な

どと諦めるのではなく、「自分の

身は、自分で守る」という意識

を持つて、日頃から災害に対す

る万全の備えをしておき、発生

時の被害を最小限にすることが

大切です。

麟お問い合わせ先

高森警察署

TEL0 9 6 7-62-0110

@ Tokomori.2O06.8

こ存知ですり
e tt Wax

「国税電子申告・納税システ

ム (e― Ta× )」 を利用すること

により、国税に関する各種手

続 (①所得税、法人税、消費税、

酒税及び印紙税の申告、②全税

目の納税、③申請・届出等)を
自宅や事務所にいながらにして

インターネット等で行うことが

できます。

e―丁a× に関する詳細について

は、ホームページをこ覧くださ

しヽ。

また、e― Ta× に関するこ質問

については、全国どこからでも

市内通話料金で利用できるヘル

プデスクをこ利用ください。

瀬詳細はe― Ta×ホームページで

http://WWW.e― ta× .nta.go」 p

灘こ質問はヘルプデスクヘ

TEL 0570-015901

※平日 (祝日等を除く)の
午前 9時～午後 5時

※全国―律市内通話料金

お問い合わせ先

阿蘇税務署

TEL0 9 6 7-22-0551
税務相談室

TEL0 9 6 7-22-0559

国民年金だより

●配偶者控除

●扶養控除

●社会保険料控除等の

各世帯ごとの必要費控除

會駆難晨8器‐賢箇ξ轟鶴|

合計所得金額がこの範囲に該当する場合、申請に基づき
保険料の半額を発除

合計所得金額がこの範囲に該当する場合、申請に基づき保険料の

4分の 1を免除

■お問い合わせ1先 |=主民生活課国民年金係■m612●1■l(内線I摯)

‐２０
万
円
以
下

８０
万
円
以
下

所得税非課税

F‐
・

○いつから設置 が必要にな

るの ?

新築住宅については、平成 18

年 6月からです。既存住宅につい

ては各市町村条例により、平成

20年 6月 1日～平成 23年 6月
1日の間で設置義務化の期日が決

められます。

こちら

です

知ら|ておきたい


